
                                令和 6 年 9 月 30 日（月） 

江戸川区立 本一色小学校 

第 5 学年だより No.7 

5 年 1 組担任  

5 年 2 組担任  

学習、運動、芸術…実りある秋に！！ 
 ２学期が始まり、早くも１カ月が過ぎました。心地よい風と虫たちの鳴き声が秋の訪れを

感じさせる季節になってきました。気温も落ち着いてきて、何をするにも快適になってきま

した。過ごしやすいこの季節をうまく利用してスポーツや芸術、読書などたくさんのことに

親しんで充実した日々を送ってほしいと思っています。学校でも、いろいろな体験をできる

ように支援しながら教育活動を行ってまいりたいと思います。これから、体調を崩しやすい

季節にもなりますので、ご家庭での体調管理の方どうぞよろしくお願いいたします。 

１０月の予定 

日 月 火 水 木 金 土 

9/29 30   ⑥ 

全校朝会 

クラブ 

10/1     

都民の日 

2    ④ 

保健指導 

区一斉研究日

のため４時間 

3    ⑥ 

係タイム 

 

4 水曜時程⑥ 

安全指導 

5 

6 7    ⑥ 

全校朝会 

委員会 

避難訓練 

口座引き落とし日 

8      ⑥ 

読書タイム 

 

9    ⑤ 

朝学習 

 

10   ⑤ 

児童集会 

保護者会 

15時～ 

11    

開校記念日 

12 

 

13 

区民祭り 

14    

スポーツの

日 

15   ⑥ 

読書タイム 

 

江戸川っ子なわ跳び

チャレンジウィーク 

16   ⑤ 

朝学習 

17  ④⑤ 

児童集会 

１組→４時間 

２組→５時間 

18   ⑥ 

運動タイム 

 

19 

20 

本小PTA

祭 

21      ⑥ 

全校朝会 

クラブ 

 

生活リズム

向上週間 

22   ⑥ 

読書タイム 

あすなろ遊び 

 

 

23   ⑤ 

読み聞かせ 

24   ⑥.

児童集会 

25   ⑥ 

運動タイム 

26      ③ 

学級の時間 

学校公開 

 

27 28   ⑤ 

全校朝会 

展覧会準備の

ため５時間 

29   ⑥ 

読書タイム 

30    ④ 

朝学習 

就学時健診の

ため４時間 

31   ⑥ 

児童集会 

 

11/1 水曜時程   

     ⑥ 

運動タイム 

 

2 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

★保護者会について★ 
１０月１０日(木)の１５時から保護者会があります。２学期の学習や生活の様子につ

いてお話ししたいと考えています。各教室で行います。ご来校お待ちしています。 

 

★学校公開について★ 
１０月２６日（土）に学校公開があります。生活リズムについての授業と読書科の授業

公開があります。 

登校時刻は通常と変わりません。（土曜日は３時間授業になります。）忘れずに登校が

できるように、声掛けをよろしくお願いします。詳しい時程は、後日配布されるプリント

をご覧ください。ぜひご来校いただき、児童の頑張る様子をご覧ください。 

 

 

 

 

 

※裏面もご覧ください。 

国語 

方言と共通語 秋の夕 

よりよい学校生活のために 

浦島太郎 

音楽 
パートの役わり 

金管楽器について 

社会 

わたしたちの生活と工業生産 

くらしを支える工業生産 

自動車をつくる工業 

図工 ビー玉コースター 

算数 

分数の大きさとたし算、ひき算 

平均 奇数と偶数に分けて 

単位量あたりの大きさ 

家庭科 ミシンにトライ！ 

理科 流れる水のはたらきと土地の変化 体育 
マット運動 

陸上運動 

外国語 Where is the station? 総合 わたしたちの健康から考える SDGｓ 

道徳 生命の尊さ、真理の探究 
 

１０月の学習予定 

お知らせとお願 い 



 

 

生活指導部からのお知らせ（１０月） 

校外生活について 

遊びに行く時のルールについて、ご家庭で話し合い、確認してください。「何時まで、

誰と、どこで遊ぶのか」を伝えてから出かけるようにさせてください。１７時半までに

家に帰れるようにしましょう。 

自転車に大人がついていなくても乗れるのは、３年生以上で自転車安全教室で学習し

た人です。暗くなったら、ライトを点けて走るようにさせてください。 

    10月は、日が短くなり、暗くなるのが早くなります。習い事や放課後遊びから家に

帰るときは、一人ではなくなるべく複数の人数で、帰るようにさせてください。もし危

険を感じたら、「こども１１０番」の家や近くのお店に入って、助けを求めることがで

きるようにさせてください。 

 


